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【
議
案
第
６
号
】
南
島
原
市

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

本
条
例
の
対
象
に

な
る
施
設
は
何
カ
所
か
。

　
　
　
　

市
内
に
２
カ
所
で
、

布
津
の
積
徳
苑
、
加
津
佐
の

大
乗
苑
。
ま
た
、
本
市
の
居

住
者
が
他
市
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
す
る
場
合
も
本

市
が
入
所
措
置
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
、
市

外
に
５
カ
所
、
合
計
７
施
設

あ
る
。

　
【
議
案
第
25
号
】
南
島
原
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　

本
条
例
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
も
の

か
。

　
　
　
　

そ
の
と
お
り
。
納

税
義
務
者
の
負
担
の
軽
減
の

た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活

用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
【
議
案
第
26
号
】
南
島
原
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
　
　
　

国
保
の
基
金
が
27

年
度
末
で
５
，７
０
０
万
円

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
来
な

ら
ば
ど
の
く
ら
い
が
理
想
か
。

　
　
　
　

国
が
示
し
て
い
る

基
金
の
保
有
額
は
医
療
費
の

３
か
月
分
が
適
性
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
本
市
で
あ
れ

ば
15
億
円
程
度
で
あ
る
。
毎

年
赤
字
が
続
き
、
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
を
繰
り
返
し
て
き

た
の
で
現
在
の
額
に
な
っ
た
。

　
【
議
案
第
30
号
】
南
島
原
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
カ
所
の
風
呂
の
利
用
状

況
は
。

　
　
　
　

平
成
26
年
度
実
績

で
、
口
之
津
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
２
５
６
名
、
北
有
馬

が
３
，２
０
４
名
、
西
有
家

が
８
，４
５
６
名
、有
家
が
２
，

０
６
９
名
。

　
　
　
　

そ
れ
は
延
べ
人
数

で
口
之
津
の
利
用
者
は
１
人

だ
け
と
聞
く
。
老
人
福
祉
の

た
め
で
あ
る
と
思
う
が
部
局

と
し
て
把
握
し
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　

把
握
し
て
い
な
か

っ
た
。

　
　
　
　

１
人
し
か
利
用
し

て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、

何
年
前
く
ら
い
か
ら
続
い
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

平
成
24
年
度
か
ら

で
あ
る
。

　
　
　
　

指
定
管
理
で
社
協

に
任
せ
き
り
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
今
後
改
善
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　

担
当
課
と
し
て
こ

の
実
態
を
精
査
し
、
好
転
し

て
い
く
よ
う
に
対
処
し
た

い
。

　
【
議
案
第
43
号
】
平
成
27
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　

市
立
北
有
馬
幼
稚

園
の
保
育
料
等
に
関
す
る
条

例
改
正
を
見
送
っ
た
こ
と
に

対
す
る
説
明
を
。

　
　
　
　

平
成
27
年
度
当
初

予
算
の
段
階
で
は
、
保
育
料

を
一
本
化
す
る
と
い
う
考
え

で
要
求
し
て
い
た
が
、
私
た

ち
の
認
識
不
足
や
情
報
収
集

の
不
十
分
さ
等
で
議
会
に
提

案
で
き
ず
、
保
育
料
を
据
え

置
い
た
形
に
な
り
、
予
算
要

求
と
の
差
額
が
発
生
し
、
調

整
し
て
減
額
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　
【
議
案
第
47
号
】
平
成
27
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
　
　
　

広
域
圏
組
合
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
不
具
合
に
よ
る

還
付
金
に
つ
い
て
、
今
後
発

生
す
る
懸
念
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

発
覚
し
た
原
因
は
、

昨
年
７
月
の
新
シ
ス
テ
ム
構

築
で
あ
る
。
移
行
す
る
際
に

旧
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が
見

つ
か
っ
た
。
新
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
問
題
な
い
。

　
　
　
　

ほ
と
ん
ど
が
還
付

だ
と
思
う
が
、
追
加
徴
収
は

何
名
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の

額
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

２
名
で
、
う
ち
１

人
が
６
万
４
３
６
円
、
も
う

１
人
は
６
，１
１
８
円
で
あ

る
。

　
【
議
案
第
49
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら

国
保
運
営
の
主
体
が
県
に
移

管
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

保
険
料
率
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

標
準
保
険
料
率
が

今
年
の
秋
位
に
示
さ
れ
る
の

で
、
今
の
段
階
で
は
明
言
で

き
な
い
。

　
【
議
案
第
52
号
】
平
成
28
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　

後
期
高
齢
者
保
険

料
の
値
上
が
り
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

２
年
ご
と
の
保
険

料
改
定
で
あ
る
た
め
、
27
年

度
は
同
額
で
あ
る
。
28
・
29

年
度
は
改
定
年
だ
が
上
が
る

予
定
は
な
い
。

　
【
議
案
第
55
号
】
平
成
27
年

度
度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金

に
関
す
る
説
明
を
。

　
　
　
　

対
象
者
は
約
８
千

人
で
１
人
３
万
円
、
計
２
億

４
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

条
件
と
し
て
27
年
度
の
臨
時

福
祉
給
付
金
対
象
者
の
う
ち
、

65
歳
以
上
の
方
が
対
象
に
な

る
。

　
【
請
願
第
３
号
】
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
建
設
に
つ
い
て
の
請

願
　

討
論
が
あ
り
、
健
康
増
進

な
ど
の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る

が
、
本
請
願
書
の
内
容
が
協

会
公
認
の
施
設
を
建
設
し
て

ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
本

市
の
財
政
状
況
に
鑑
み
、
賛

成
で
き
な
い
等
の
反
対
討
論

が
数
名
あ
り
。
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議
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件
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